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。馬鈴薯ノ号イラス病の免疫率的研究

第 4報 バイアス病並びl乙バイラス病類似病害擢病

植物に於ける馬鈴薯 X及び Yバイラスの検出

村山大記・山田守英・佐藤正昭

lmmunological studies on the potato virus diseases. 

IV. Detection of potato viruses X and Y in the plants 

aHected with the virus and virus-like diseases. 

By 

DAIKI MURAYAMA， MORIHIDE YAMADA and MASAAKI SATO 

1.緒言

近時パイラス病と環境の問題が草要脱される

が，之れは主としてパイラス病を媒介する昆虫と

その寄主杭物との除j係についてである。即ち馬鈴

薯畠の近くにパラ科，十字花科，マメ科或いはナ

ス科植物を栽植する事は，夫等植物の中に馬鈴薯

パイラス病を媒介する明虫の食餌航物或いは越冬

植物となるものがあるので馬鈴薯ノ〈イラス病防除

の観賠からは誠に望ましからざる事である。

又馬鈴薯昌の近くにIS鈴磐パイラスに感受性

の植物が存在する時は夫等僻:病植物からパイラス

が馬鈴薯に停播され，又感染源が増加すると云う

鞘より見て之亦好ましがらざる事である。、馬鈴薯

X，Y及び Gパイラスは汁液博染性のパイラスで

あり，接燭共の他の機械的方法に依って感染し，

更に Yパイラスはモモアカアブラムシ及びワタ

ノアプラムシ(北海道にては馬鈴薯には前者が!区

倒的に多い)に依り， Gパイラスはモモアカアプ

7ムシに依り (小室及び明日山， 1951)叉葉持病
パイラスはモモアカアブラムシ及びジャガイモヒ

グナガアプラムシに{~えって媒介されるので， IiIll場

に於て馬鈴著パイラスの惇播される機舎は誠に多

いと云わねばならない。馬鈴薯パイラスに感受性

の植物中特に雑草は馬鈴薯と接摘する機舎が多い

ので充分怒る警戒を要する。馬鈴薯パイラス病と

感受性の雑草との閥係については VALLEAU及び

]OHNSON (1928， 30)， DVKSTRA (1933)或いは

YOUNKIN (1942)等の報告があり，馬鈴薯以外の

植物のパイラス病と感受性雑草との閥係について

は MOURAVIEFF等 (1930)，CALDWELL (1934)， 

日!l!f，平田及び、烏井 (1943)，BENNETT (1949)，奥浦

(1951)等の外多くの報告がある。我閣に於けるパ

イラスJ昨日病杭物の教は踊土 (1932，33)に依れば

15科目属 71紐であり，共の中約 50種の粧物が

モザ fク病に位されているとのJji.である。日野

(1933，42)に依ると 169顧の純物がパイラス病(パ

イラス病類似病害をも含んでいる事と}J!¥われる)

に位されているとの事であるが，現今では抗H病植

物の童文は更に増加lしている事と思われる。

私共は主として札幌附近に於ける馬鈴薯昌の

近くに見出されたパイラス病脳病植物(主として

モザイク病，中に少数のパイラス病類似病害催病

杭物を合む)， 19科 41属 56種 1嬰種の杭物(作物，

花升並てXに雑草)について， 馬鈴薯X及て;:Yノミ

イラスが含まれているや否ゃについてlOl清接的方

法(沈降反臨一混合法)に依って検出を行った。

叉供試恨病植物の病徴其の他(1部のものについ

てはそのパイラスの物理化率的性質並びに寄主範

闘について賓験を行った)よりその病原パイラス

が既知パイラスと同一で、あると推測されるものが

あり，夫等と X及びYパイラスとの類総関係に

ついても血清接的見地から考察を行った。本研究

は昭和 26年度文部省自然科撃研究費の援助を受
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けて行ったものの 1部である。主主に記して同省に

封し深甚たる感謝の意を表する。

II. 賓験材料並びに方法

抗原

主として札幌附近に於て殻見されたパイラス

病(主としてモザイク病)並びに少数のパマラス

病類似病害催病植物の撒葉を常法に依り磨り潰し

(搾汁原液或いは等量の2高倍 Merzonin水添加)，

該汁液に Na2HP04を加え，暫時静置後遠心分離

を行い， その上清を冷賦室 (-30
0

C)にて 1夜凍

結せしめた後融解し，遠心分離後その上清を用い

た。向遠心分離後上清の清澄ならざるものは

8eitz描過器にて憾した(但し汁液の量多き場合)。

抗血清及び沈降反雁

前報告(村山，山田及び松宮， 1949; 50)と同

様である。

m. 曜病植物の病徴

本質験に於て供試した抗i1病植物名とその病徴

の簡単なる記載とを弐に述べる事とする。

グデ、科 (Polygonaceae)

エゾノギシギシ (Rumexobtusifolius L. subsp. 

agrestis DANS.) 

成葉に不明瞭な大形のモザイク斑紋を生示、

る。葉ほ敏欣を呈さや，崎型或いは持縮を示

さたい。(パイラス病なりや否や不明)

アカザ科 (Chenopodiaceae)

サトウダイコン (Betavulgaris L. var. Ra仰ceaC. 

KqCH) 

葉に著しいモザイク斑紋を生じ，葉面に著し

い凸凹の織を生十、る。一般にモザイク斑紋は

葉面に一様に生やるが，時に葉脈に沿い淡様

色部が生じ，それが癒合して，葉が著しく摂

縛する事がるる。株の萎新iは著しい。

ヒユ科 (Amarantaceae) 

アヲピユ (Amarantusretroflexus L.) 

主として上葉の葉縁部特に葉の先端部に濃綾

色と鮮黄色の著しいモザ、イク斑紋を生やる。

一般に葉:の基部の方のモザイク斑紋はさ程顕

著ではない，葉は時に少しく崎形を呈する事

がある。株は萎縮する。

ウモウケイトウ (Celosiaplumosa HORT.) 

葉に典型的君主モザイク斑紋を生.じ，葉縁部並

びに先端部に淡維色部が多い。濃線色部は隆

起し，葉商に敏を生す=る。葉は少しく崎形を

呈し，株は萎縮する。

センニチソウ (Gomphrenaglobosa L.) 

葉にモザイク斑紋を生じ，時に淡椋色部が縦

に長く断績して主主やる事がある。葉総は波紋

を呈し，葉は崎形とたり又摂縛する。株は萎

縮す:る。

ウマノアシガタ手;~ (Ranunculao巴乱巴)

ヲダマキ (Aquilegiaflabellata 8IEB. et ZUCC.) 

葉に明瞭なモザイク斑紋を生じ斑紋は特に

葉縁部に於て著しい~4-がるる。濃線色部は隆

起し，葉商に凸凹の鍛を生十る。葉は小形に

て崎形を呈し，時に振持する。花に斑入は殆

んど見られない。株は萎縮する。

十字花科 lCr.uciferae) 

グキタチ (Brassicacampeslris. L.) 

葉に典型的モザイク斑紋を生じ葉は時に崎

形となり，摂縛する。株は萎縮する。

グイナ (B.chinensis L.) 

葉に明瞭なモザイク斑紋を生じ，濃緑色部が

隆起する震葉商は凸凹の敏を生やる。淡株色

部が葉脈に沿ワて大きく流れる事がある。葉

は崎形，摂特等を呈L，株は萎縮する。
グマす (B.oleracea L.) 

葉に大形，不明瞭なモザイク斑紋を生じ，葉

面は少しく敏献を呈する。葉は捲縮し，株は

、萎縮する。(モザイク病なりや否や不明j

ノ、クサイ (B.pekinensis RUPR.) 

葉に著しいモザイク斑紋を生じ，濃緑色部は

隆起し，葉固に著しい縮緬般の織を生やる。

葉はノj、形となり，崎形，捲縮或いは摂轄を生

やる。株は萎縮する。

カブ (8.Rapa L.) 

葉に明瞭なモザイク斑紋を生じ， 7畏様色部が

所々に不規則に隆起して葉面は著しく凸凹の

敏を生歩、る。葉.は著しい崎形を呈し，捲耕i或

いは摂騨する。株は萎縮する。
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ダイコン (Raphanussativus L var. macropodus 

MAKINO) 

葉ーに著しいモザイク斑紋を生じ，濃緑色部は

やや隆起して葉商に凸凹の搬を生やる。葉縁

は波AAとなる。葉片は著しく崎形を呈し，摂-
特或いは崎形を呈する。株は著しく萎縮する。

マメ科 (Leguminosae) 

ダイヅ (GlycineMax MERR.) 

濃線色部が葉脈に泊い或いは不規則に葉一面

に散在して生じモザイク斑紋を作る。濃緑色

部は隆起し，著しい縮緬欣の細き敏を生一夕、る。

葉は小7f}とたり，崎形を呈する。株は萎縮す

る。

アヅキ (Phaseolusradiatus L. var. aurea PRAIN) 

葉にモザイク斑紋を生じ又濃紘色部が葉脈

に沿って流れる事がある。濃様色部は隆起し，

葉両に凸凹の敏を生十-る。又葉町の敏は殆ん

ど生じたい事もある。葉はB!{，J形，捻角!i或いは

摂轄をなす。株は萎縮する。

インゲンマメ (P.叩 19arisL.) 

葉に明瞭なモザイク斑紋を生じ，濃紘色部が

不規則に隆起して葉に敏を生プ夕、るが又濃様色

部が葉脈に沿って膨大隆起する事がある。時

に葉は著しく外側に措く事がある。又葉縁部

が鹿く淡紘色を呈する事もある葉は小形と

なり，崎形を呈.し，被害株は萎縮する。

グチオランダグング (Trifoliul1lhybridum L.) 

不明瞭な淡椋色の斑賠或いは保斑が葉脈に沿

って生プ夕、る。葉の崎形，持縮或いは摂碑は殆

んど見られない。

アカツメクサ (T.pratense L. f. sativa SER.) 

淡繰色の長形の斑紋或いは保斑が主に葉の先

端部に葉脈に千行して生示、る。後淡様色部が

損がり，濃続色の僚斑が残るようになる。株

はやや萎縮する。

シロツメクサ (T.retens L.) 

アカツメクサに見られる病徴と殆んど同様で、

ある。

ササグ (Vignasinensis ENDL.) 

葉に明瞭なモザイク斑紋を生じ，時に濃様色

部が葉脈に沿って生十、る事がある。濃線色部

は著しく隆起し，葉は凸凹の敏を生やる。漢

は小形となり，崎形或いは摂轄を生じ，時に

外側に捲く事がある。株は著しく萎縮する。

轍形科 (Umbelliferae)

オランダミツパ (Apiumgraveolens L.) 

葉の基部より先端にかけて，葉脈に沿い不規

則に淡椋色部が流れ，叉葉商に不規則に淡様

色部を生じてモザイク肢を呈する。濃様色部

は少しく隆起して葉面は多少敏欣を呈する。

葉はやや崎形或いは振*与を生じて細くなる。

ミツノfゼリ (CrYPtotaeniajatonica HASSK.) 

初め葉脈槌線し，後不明瞭となり濃椋色部が

現われてモザ、イク斑紋を生やる。葉面に縮緬

般の敏を生じ，時に葉は崎形を呈する。

サクラソウ科 (Primulaceae)

ヒメサクラソウ (Primulamalacoides FRANCH.) 

葉に明瞭なモザイク斑紋を生じ，濃様色部は

隆起する魚に葉両に凸凹の雛を生じ，葉縁は

波紋を呈し，葉は外方に捲く。時に花排に不

明瞭主主斑紋を生じ少しく摂持する事がある。

株は萎縮する。

キョウチクトウ科 (Apocynac巴ae)

ユチェチソウ (Vincarosea L. var alba HORT.) 

葉に典型的危モザイク斑紋を生じ濃紘色部

は著しく隆起し，震に葉面に顕著な織を生歩、

る。葉は崎形，持経i或いは振轄を起す。株は

著しく萎縮する。

ナス季ト (Solanaceae)

トウガラシ (Capsicul/lannuum L. var. acuminatum 

FINGERH.) 

葉に著しいモザイク斑紋を生じ，濃様色部は

少しく隆起し，葉面に凸凹の織を生やる。葉

の崎形或いは捲縮はさ程著しくはない。株は

萎縮する。

シシトウガラシ (var.grossul/l SENDT.) 

トウガラシ上の病徴と殆んど同様で、ある。葉

面の敏は前者よりやや著しい事がある。

シロパナヨウシュチョウセンアサガオ (Datura

Stramonium L.) 

濃様色部が葉脈に沿って生じ，又脈問部にも

現われてモサ、イク斑紋を生やる:fII-がある。淡
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続色部は少じく黄色がかる事がある。来は崎

形，措縮或いは摂i!D与を示さない。

マノレパタバコ (Nicotianarustica L.) 

葉に著しいモザイク斑紋を生じ，浪椋色部の

隆起は著しく，震に葉の表面に於ける凸凹の

織は顕著で、ある。葉は著しい崎形をなし，外

側に捲く I}i-ーがある。株は萎縮する。

グパコ (N.Tahacum L.) 

病徴 A. (White Burley) 

葉に典型的主主モザ、イク斑紋を作るロ濃株色部

は著しく隆起し，葉ー固に敏を生ーやる。葉総は波

駅を呈する。葉の崎7形T杉3及びび、措縮は著しいが

排の斑入はあまり明|瞭庇でで、2な主い。株は萎縮する。

病徴 B.(松川郡)

実.面に-;J:)去に散在してi農紘色部がノj、隆起とた

って生じモザイク斑紋となる。時に葉の基

部にて濃線色部が癒合して大形となる事があ

る。葉去に敏を生じ，葉の崎形，持続(j或いは

振碑は著しくない。株は萎縮する。

約41主c.('明liteBurley) 

初め葉脈が透明となり後三欠第に不明瞭となり，

後葉脈に沿って濃緑色部が現われ格に所々に

濃線色部が残るようになる。葉の崎形或いは

措結は起らない。株は萎縮する。

ツクパネアサガオ (Petulliahybrida HORT.) 

病徴A.

葉に典型的なモザイク斑紋を生じ，葉去に著

しい{ll凹の搬を作る。葉の崎形，措柘i或いは

按騨は著しい。花の斑入は明瞭で・ない。株は

萎縮する。

病徴 B.

喪服部の槌緑が著しくやや黄緑色となる。後

に葉脈の槌色部が不明瞭になる事があるが，

濃株色部が現われる事がない。実の崎形，搾

新;或いは摂将は殆んど認められない。

病j~iZ A+B. 

A病徴が著しいが B病徴も明瞭に認められ

る。継続色部はやや黄線色を帯び、ている。

トマト (8olal1uml.ycopersicum L.) 

病徴 A.

葉に典型的なモザイク斑紋を生じ，葉両に著

しい凸凹の敏を生やる。葉紘は波献を主し，

著しい崎形，持縮或いは扶!i!C専をラ\{す。時に主~

が fern司leaf或いは polypinnate等の病微を生

示、る。花排には明瞭な斑紋が認められない。

株は萎紡する。

病~iZ B. 

葉に不規則友柄色の斑賠を生じ後黒褐色とな

り，次第に績がり格K該葉は枯死する。葉脈，

葉柄及て工翠には縦に長短不規則の褐色の僚斑

を生じ，該部は少しく凹む。多くは A病徴に

続いて生示、る。

ナスピ (8.Melol1gel1a L.) 

葉に不明瞭な大形のモザイク斑紋を生十、る。

i民総色部は少しく隆起し，葉商に綬かな敏を

生やる。葉の崎形，捲跡或いは振時は殆んど

見られや，株も殆んE萎縮しない。

イヌホオヅキ (8.nigrw/l L.) 

全株槌縦し，生育不良たるもモザイク斑紋は

認められない。(パイラス病なりや否や不WJJ

ジャガイモ (8.luberosu1/l L. J 

約1J史A.(最，IjLJ
葉叫与に撒葉)にモザイク斑紋を生じ， :j\l~固

に凸凹の敏を生じ，葉総は波i¥;たを呈する。株

は萎縮する。

病徴 B.(May Queen) 

下方の成葉にほぼl郎防の鮮黄緑色の斑紋が不

規則に生示、る。後斑紋は癒合して大形となる

三れがある。葉は崎形，捲桁i或いは摂将を殆ん

ど予¥{たさない。

オオバコ科 (Plantaginacea巴)

オオパコ (Plalltagomajor L. var. asiatica DECNE.) 

主葉は著しく黄緑色をJt1.し，葉脈のf退維は甚

しい。葉の崎形， 1巻紙i或いは摂牌は殆んど見

られない。株は萎縮する。(パイラス病たりや

否や不明)

ウリ科 (Cucurbitaceae)

スイクワ (Citrullusvulgaris SCHRAD.) 

葉に淡緑色部が不規則に生じモザイク椋斑紋

となる。実の崎形，捲縮或は摂騨は殆んど見

られない。株の萎前((jもさしたる事がない。

(パイラス病なりや否や不明)
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マクワウリ (CucumisMelo L. var. makuwa MA-

KINO) 

i農線色部が葉脈に沿い或いは不規則に生じて

モザイク斑紋を作る。後淡線色部が績がり，

濃総色部が所々に隆起した島をなして残る。

葉両は敏欣をなし，著しい崎形或いは捲縮を

生歩、る。株は萎縮する。

キウリ (C.sativus L.) 

葉に典型的なモザイク斑紋を作る。 i票結色部

が~~服に沿って生やる:f]'î-がある。濃線色部が

隆起する震に葉面に凸凹の雛を生示、る。淡緑

色部は古葉にては幾分黄白色を呈する事があ

る。葉.は崎形或いは捲縮を来7こす。花の斑入

は明らかでなく，株は萎縮する。

ポンゴ干ン (Cucurbitamaxi1l1a DUCH.) 

濃紘色部が葉脈に沿い，或いは不規則に生じ

てモザイク斑紋とたる。葉の崎形或いは捲縮

は著しい。生育の後期に位されたものはモザ

イク斑紋を葉全面に生やるが，:Wの崎形及び、

捲縮はさ程著しくない。株は萎縮する。

ナグウリ (C.Pepo L.) 

ポンキンの病徴と殆んど同校であるが，一般

にポンキンに比して病徴がやや著しいようで

ある。

ユウガオ (Lagenariavulgaris SER. var. clavata 

SER.) 

葉に明瞭なモザイク斑紋を生じ， '(良線色部は'

主に葉脈に沿って隆起し，葉商は敏献を呈す

る。葉の崎形及び、持縮は著しくえにい。株は萎

縮する。

キク科 (Compositae)

ゴボウ (ArctiumLappa L.) 

葉に仁‘濃繰色部と黄

ク斑紋を作る。葉には崎形，措縮或いは摂稗

が殆んど見られない。株の萎縮もさしたる4tJ:
がない。

テンデクボタン (Dahliavariabilis DESF.) 

葉に明瞭なモザイク斑紋を作り，葉商に凸凹

の搬を生やる。淡線色部は著しく葉ー肉が薄く

なり，該部にて葉は撃れた如くなり，葉は著

しい崎形を呈する事がある。又葉が少しく捉

轄する事もある。生育の進むにつれて病徴が

不明瞭になる事がある。花排の斑入は明瞭で、

ない。株は著しく萎縮する。

ヒヨドリノξナ (Eupatoriu1l1Fortunei TURCZ. var. 

simplicifoliu1l1 NAKAI) 

葉に不明瞭なモザイク斑紋を生十、る。葉の崎

形，搾縮或いは摸韓は殆んど見られない。株

の萎縮もさしたる事がない。(パイラス病なり

や否や不明)

ヒャクニチソウ (Z川 lIaelegans J ACQ.) 

葉にモザイク斑紋を生やる。時にi農株色部が

葉脈に泊って不規則な zigzag形を呈する事

がある。濃線色部は少しく隆起する。花の斑

入は殆んど認められない。株は萎縮する。

ツユクサ手斗 (Commelinaceae)

ツユクサ (CommelinaCOll即 unisL.) 

濃総色部が葉脈に沿い縦に長短不規則な僚斑

となって生じ時に長形の僚班官官から横VE多

くの保線を生示、る事がある。古葉に於ては淡

紘色部が黄白色となる。葉商の雛，葉の崎Jfb，

措縮，振持が殆んど見られない。株は少しく

萎縮する。

ユリ科 (Li1iaceae)

リ『キ (Alliuf1lPorrwll L.) 

葉に明瞭な黄線色の僚斑が縦に生やる。株は

少しく萎縮する。

ヒヤシント (Hyacinthusorientalis L.) 

淡線色部が葉駅に沿い断結して生歩・るが，後

弐第に淡紘色部が績がり， 7農続色部が葉脈に

沿って残り，モザイク保斑を作る。保斑は葉

の先端部に於て著しい。葉は時に摂轄する。

花梗にも淡い保斑を生やる。花場停には殆んど

斑入が見られない。株はやや萎縮する。

コオニユリ (LiliumLeichtlinii HOOK. f. var. 

1I1axi1l1owiczii BAKER) 

淡線色部が葉脈に沿って断観して生じ後淡

紘色部が鎖がり，濃紘色部が葉脈に沿って残

るようになる。葉は時に少しく摂1噂する。病

徴は搬実に於て著しい。花は小形で，花排狭

小となり，不規則に裂閉して捻縮する。株lま

萎縮する。
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ゴクワセテッポウユリ (L.longiflorum THUNB. 

var. insulare HORT.) 

病f授はコオニユリと殆んど同4主であるが一般

に病徴は更に著しいようである。

チュウリップ (TulipaGesneriana L.) 

淡続色部が葉脈に沿い不規則に生やるが，後

三た第に淡線色部が績がり，濃線色部が葉脈に

之j5..行して不規則に残るようになる。葉商は少

しく凸凹の敏を生じ又摂轄する事がある。

又時に崎形を呈する。花現)y:はハケを以て画い

たように不規則の槌色が起る。又時にi農色の

僚が入る。花は小形となり，崎形を呈し，花

緋は!f..期に脱落する。株は萎縮する。

ヒガンパナ科 (Amaryllidaceae)

アマリリス (HiPPeastrumhybridum HORT.) 

葉(殊に葉の先端部)にモザイク欣僚斑を生

.やる。葉の崎形，措縮或いは捉騨は見られな

い。花緋ーには殆んど斑入が見られない。株は

萎縮する。

アサギノヒトヱズイセン(Narcissusincol1l仰 rabilis

MILL.) 

葉(特に葉の先端部)にモザ、イク僚斑を生や

る。葉は少しく摂陣し， 1fT..期にあIi死する。花

梗にも不明瞭な淡線色の保斑を生やるが，花

郵!告の斑入は明らかでない。株は少しく外方に

聞き萎縮する。

ラッパズイセン (N.Pseudo-N arcissus L.) 

前種の病徴と殆んど同級であるが，病徴は概

して車豆いようである。

ヤマノイモ科(I>ioscoreaceae)

ヤマトイモ (DioscoreaBatatas I>ECNE. f. tsukune 

MAK.INO) 

濃続色部が主として帯jj;たに葉脈に沿って生じ，

著しく隆起する。脈問部は槌縦しとれらが

交互に入?昆って縦の杭模様を作る。葉は小形

とたり，葉縁波肢を呈し，崎形となり時に外

側に捲く，株の生育は不良で、ある。

アヤメ科(Iridaceae)

ハナサフラン (Crocusvernus ALL.) 

葉片の雨側の紘色部に葉脈に沿い淡紘色部が

断続して生やるが特に葉の下宇部に於て著し

い。葉は小形となり，時に挟縛する。花期)y:の

斑入は明瞭で、ない。株は少しく萎縮する。

ドイツアヤメ‘(Irisgermanica L.) 

葉にモザイク帳斑を生示、る。葉の崎形，捲縮

或いは張騨は殆んど認められない。株は萎縮

する。

ダンドク科 (Cannaceae)

ダンドク (Cannaindica L. var. orientalis HOOK. f.) 

葉脈に沿い濃椋色部が断鎖して生やる。葉:商

には殆んど敏を生ぜや，葉ほ少しく内側に捲

く事があるが崎形は殆んど見られない。花排・

の斑入は明瞭で・はない。株は少しく萎縮する。

IV. 賓験結果

前述の 19科 41属国極1援種の縦約植物(中

に少数のパイラス病類似病害椛病植物を含む)に

ついて馬鈴薯 X及びYパイラスが合まれている

や否ゃについて血清撃的方法(沈降反!忠一混合法)

に依って検出を行った。 各賞l険会:j:にXパイラス

抗i;病タパコ (Whit巴 Burley)並てFにYパイラス抗[11

病 Nicotianasylvestrisの搾汁を釘照として1甘い

た。之等は一々表示しなかったが，血清稀緯f喜童文

641岳迄|場性時に弱l場性に反憶が現われた。

質験結果は纏めて次去に示す高とした。(第1表)

以上の賓験結果よりナス科以外の4限病植物に

て X及てy:.yパイラスを有して3なるものはなかっ

た。即ち私共が取扱った艇病植物ではナス科に属

する童文種のものが X及びYパイラスを保布して

いた。

供試根病ナス科植物中葉脈株帯を示したシロ

パナヨウシュチョウセンアサガオ及てy:.streakに

かかったトマトから Xパイラスが検出された。

艇病葉に於ける病徴は全く同一であって典型的な

モザイク斑紋~示したタバコ並びにトマトから Y

パイラスが検出されたり或いは検出出来なかった

りしたが，とれはタバコ或いはトマトがYパイラ

ス及びグパコモザイク病パイラスに複合感染する

と，後者に依る病徴が著しい震に前者の病徴が判

然としなくなる震と思われる。葉脈様帯を示した

グバコ並びに葉脈透化(淡紘色部は少しく黄線

色がかる) を示したツクパネアサガオから Yバ
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イラスが検出された。著しいモザイク病徴を示し

たマルパグパコ及び、漣葉モザイク抗日病紅丸(掘残

L著)から X及び Yパイラスが検出された。 I持

者が Xパイラスに感染した粧路については i切ら

かで、ない。掘残し著は殻病師、となる故に掘取り

は注意して行う必要がある。馬鈴薯畠中の生育不

良のイヌホオヅキにいって賓験を行ったがX及てX

Yパイラス共検出されなかった。イヌホオヅキは

X及び、Yパイラスに佼され， Yパイラスに位さ

れた場合は保茸:杭物となる。馬鈴薯畠中のイヌホ

オヅキについては更に寅験を行う必要がある。

t，';J 10月5日 (1951)， モザイク斑紋を示した
マルパグパコの撒葉搾汁を以てセンエチソウ及び

タバコに接積を行った結果は衣の如くである。

第 2表

接種 i

l l l霊童 病
年月日 |植物名|植物数|植物鍛

x・5，
1951 

病徴

寝耳H.戎E撒
く局苦11的〕

寝泣
く全身〉

即ち以上の結果よりマルパタパコには X及

び、 Y パイラスが合まれている事が接種試験の結

果からも*Ij明した。本質験に於て供試した:rtn病杭
物の病微からその病原パイラスが既知パイラスと

同ーと推測されるものが約20粧許りあるが(一

部のパイラスについては寄主範囲並びに物理化接

的性質にワいて寅験を行い，既知バイラスと同ー

たるfj'¥.‘を引絞めた，供試パイラスの同主立については

今後に{突っとととしたふ共等バイラスは X或い

は Y パイラスと類縁関係を有していたい事が血

清率的に行った本貫験の結果から考察された。

V. 論議及び結論

馬鈴薯パイラスを媒介する紛虫の食餌或いは

越冬植物が馬鈴薯畠の近くに存在する事はパイラ

ス病防除の観酷から望ましからざる事であるが，

之と共に馬鈴薯パイラスに感受性の杭物がJ時鈴薯

昌の中或いは近くに存在する事も亦好ましからぎ

る事である。

かかる里山より私共は札幌附近の馬鈴薯昌の中

或いは附近に於けるパイラス病抗H病布{(物(主とし

てモザ、イク病，中にパイラス病類似病害指n病布Ii物
を少数合む)19科 41mu 56 trlt 1鑓積について夫等
が X或いは Yパイラスそ有しているか否かを血

清皐的方法(本訟に依る検出は著しく迅漣であり

且つ検出率も高い)に依り検出を試みた。然L病

微を示さたいf呆茸;fifI物に於けるパイラスの検出に

ついては後の機合に譲る事とした。 x及び Yパ
イラスは汁i夜惇染性のパイラスであり，又Yパ
イラスは妨虫に依り媒介される故に， 11出場に於て

は X及びYパイラスy 殊に後者が惇播される機

合は誠に多いと云わねばならない。K.M. SMITIl 

(1943)はXパイラスは11111場で、の惇播が認められな

いが， Y パイラスの侍播は急速で且.0m't~(ßI主lに瓦

ると述べている。

私共の行った寅験の範¥1';'1内で、はナス科以外の

抗r病杭物中にて X或いは Yパイラスを有してい
るものがなかった。抗il病ナス科杭物中シロバナヨ

ウシュチョウセンアサj/オ(葉ー脈純帯及びモザ、イ

ク)及びトマト (streak)から X パイラスが検出

された。グパコモザイク病パイラスに侵された場

合と杢く同ーの病微を示していたグパコ及びト

マトから Y パイラスが時に検出された。 グノζコ

及びトマトがクパコモザイク病パイラ久と Yパ

イラスとの複合感染を受けると前者に依る病徴の

著しい1.0に Yパイラスに依る病徴が殆んど認め

られなくなる震と思われる。 トマトが Yパイラ

スに感染すると不明瞭なモザイク斑紋を示し，後

殆んど病徴が認め~[~くなり保茸植物となる。 (E.

M. ]OI-lNSON， 1930; K. M. SMITH， 1931， a， b; 

KOCI-I， 1933;太問， 1944;大品， 1951)即ち病徴

が同一に見えても合まれているパイラスが同一で、

ない事ーは注目すべき:)"Jj.と思われる。向タバコ(葉ー

脈線吉野)並びにツクパネアサガオ(葉脈寅総)か

らYパイラスが検出された。グパコ，ツクバネア

サガオ及びトマトが Yパイラスに佼される:)"f;:は

E. M. ]OHNSON (1930)， K. M. Sl¥1ITH (1931， a， b)， 

KOCH (1933)，太町 (1944)，明日山及び平井(1949)，

平井塁手(1950)，千井(1950)，大品(1951)並びに明日

山及ぴ小室(1951)等(1:{j{り報告されている。著し



村山・山田・佐隊一一馬鈴薯パイラス病の免疫撃的研究 439 

いモザ、イク斑紋を示したマルパグパコから X及

て;:yパイラスが検出されたが， とれは接種試験

の結果からも確められた。 マルパグパコがXノ〈

イラスに感染した経路については明らかでない。

f古3マルパグパコが X及びYパイラスに感染する

事は E.M. ]OHNSON (1930)， KOCH (1933)，今野

(1939)，太田 (1944)並びに大品 (1951)に依り報告・

されているが， i:連葉モザイク艇病馬鈴薯搾汁を以

てマノレパタバコに接種を行うと斑紋及び、壊症斑貼

を生守、ると明日山及び平井 (1949)並びに平井(19

50)は述べている。私共の取扱ったマノレパグパコに

X及び Yパイラスの外に他のパイラスが合まれ

ているや否ゃについては明らかでない。掘残し薯

(漣葉モザイク病)は第一共感染源、となる故特に警

戒を要する。

即ち以上の X及て;:yパイラス幌病杭物から

汁液にf:l{り或いは扮虫に依ってパイラスが侍播せ

られ，馬鈴薯にパイラスが感染すると共に又感染

源の増加が考えられるので，之等パイラスに感受

性の植物が馬鈴薯品の近くに存在する事はパイラ

ス病防除の翻賠から望ましいlcflではたい。 11¥¥1場に

於ては扮虫(殊ir:モモアカアブラムシ)に依る Y

パイラスの惇播は警戒すべきである。イヌホオヅ

キはX及びYパイラスに感染するが(K.M. SM1-

TH， 1931， a.， b; KOCH， 1933; ]ONES等， 1934; 

CLINCH， 1944;明日山及び小室， 1950， 51 ;大島，

1951)， Yパイラスに封しては保奇杭物である。私共

は馬鈴薯品内の生育の著しく不良なイヌホオヅキ

(明らかな病微を示したものがなかった)を供試

し， X及び:yパイラスの検出を行ったが，寅験

の範囲内では X及びYパイラス共に検出されな

かった。此の賄については更に貰験を行う必要が

ある。K.M. SM1TH (1931， a)に存えるとイヌホオヅ

キは馬鈴薯昌に於ける普通の雑草であるが，自然

では Xパイラスに{見されているものがないとの

事である o 作物のパイラス病と附近の感受性雑草

との関係については VALLEAU及び ]OHNSON

(1928， 30)， MOURAVIEFF笥 (1930)，DVKSTRA 

(1933)， CALDWELL (1934)， YOUNK1N (1942)，日lli}

!:fi; (1943)， BENNEl'T (1949)及び、奥浦 (1951)等共の

他多くの研究者に依り報告されている。SALAMAN

及ls、WORTLEV(1939)はカブ，グマナ，線葉甘藍，

子持甘藍，アカツメクサ，エンドウ及びセイヨウ

ヒルガオ等はYパイラスの保毒杭物であり，接木

或いはモモアカアプラムシの媒介に依って保毒十

字花科植物から馬鈴薯に感染すると主l!;べている。

私共はモザイク斑紋を示し7こ1-字花科作物並びに

アカツメクサを用いたが，叙上の黙については明

らかでない。向大島 (1951)はクキグチ，ハクサイ，

カプ，ダイコン，サトウダイコン，アヲピユ，セン

ニチソウ，ヒャクニチソウ及びキウリに Yパイラ

スを接種したが感染せしめる事が出来なかったと

の事である。

弐に供試躍病椋物の病徴からその病原パイラ

スを既夕、日パイラスと比較して同ーと考察されるも

のが少なくとも約20種位(供試パイラスの一部

については寄主範国，物理化撃的性質共の他につ

いて寅験を行い，既知パイラスと同ーと認めた)

あるが，之等パイラスと X及び Yパイラスとの

聞係を血清製的に検討すると之等の問には類縁関

係がない。 f古I杭物パイラスを血清製的方訟に依っ

て類別する事は CHESTER(1937)或いは BAWDEN

(1950)に依り行われている。

VI.摘要

(1) 札幌附近に於て馬鈴薯昌の近くに見出された

パイラス病(主としてモザイク病，中に少数の

パイラス病類似病害を含む)桜病杭物の中に馬

鈴薯 X及び Yパイラスが含まれているや否ゃ

について血清撃的(沈降反陸一混合法)に検出

を行った。

(2) 供試の 19科 41属 56程1饗種の雁病杭物中

ナス科以外の杭物にて X或いは Yパイラスを

有しているものがなかった。

(3) ナネ科に属するものの中シロパナヨウシュチ

ョウセンアサガオ(葉脈捺帯及び、モザイク)及

びトマト (streak) の梶病株に X バイラスが認

められた。

(4) グパコ(モザイクJXl紋を示せるもの及び葉脈

続帯のもの)，ツクパネアサガオ(葉脈黄繰)及び

トマト(モザイク斑紋)の挺病株から Yパイラ

スが検出された。
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(5) マルパグパコ(モザイク斑紋)及び¥馬鈴薯

(i連葉モザイク病，掘残し)の抗H病株から X及

び、Yパイラスが検出された。

(め馬鈴薯品中の生育不良のイヌホオヅキを用

い， X 及び、 Y パイラスの検fl~ を行ったが，木

賞験の範間内では雨パイラス共に検出されなか

った。

(7) 供試した雁病杭物の病徴からそれに含まれて

いる病原パイラスを既知パイラスと比較して同

ーと考察されるものが少なくとも約 20積位あ

るが，之等パイラスと X及てよ、 Yパイラスとは

血清，，~的に見て類縁関係、がないものと考えられ

る。
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Resume 

It is an undesil'able matter for potato cultivation that plants b巴longingto Rosaceae， Cruciferae， Le-
guminosae and Solanaceae are grown in or near the potato fields， as some of thos巴 plantsare propaga ting 
or overwintering hosts to the aphids which transmit the potato virus diseases. Moreover， the crops and 
weeds， susceptible to potato virus diseases， which grow around the potato fields ar巴 beli巴vedto be one 
of the most important sources of infection in the potato virus diseases. 

The authors carried out experiments in order to ascertain whether or not the plants， aHected with 
the virus and virus-like diseases， grown in or near the potato fields in the vicinity of Sapporo， contain 
either potato X or Y virus or both. Use was made of the serological method， especialJy the precipitin 

reaction (mix test). Diseas巴dplants belonging to 19 families， involving 41 genera， 56 species and 1 variety， 
were used as the test plants. 

The results of the experiments are summarized as fol1ows: 

(1) Some of the diseased plants belonging to Solanacea巴 containedeither X or Y virus or both. 

(2) Among those plants X virus was det巴ctedin the following two diseased plants: first， Jimson weed 
(Datllra Stramonillm) presenting the symptom of veinbanding on the leaves and second， tomato aHected 
with streak. 

(3) Y virus was found to be involved， first， in tobacco plants showing the conspicuous mottling similar 
to the tobacco mosaic symptoms as wel1 as those presenting the veinbanding on th巴 leaves，second， 
in petunia showing vein cIearing and third， in tomato bearing the symptom of mottling on the leaves. 

(4) In Nicotiarla rustica and potato (var. Benimarll) shσwing remarkable mottling and wrinkling of the 

leaves， both X and Y viruses w巴redetected. 
(5) Neither X nor Y virus was detected in the diseased plants belonging to fami1ies other than th巴
Solallaceaι 

(6) From th巴 abovebriefly d巴scribedresults， the cultivation of Solanac巴ousplants susceptibl巴 topotato 
viruses X and Y must be avoided in or llear the potato fields. 

(7) About 20 viruses were considered to be the causes of the diseased plants used in the present experi-

ments but there seemed to be no relationships between th巴m and potato virus X or Y so far as was 

discerned in these serological studies. 
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園版説明

馬民は全て供試したパイラス病並びにパイラス病類似病管 (3積)i罷病植物の極病棄を示す。

(1) サトウダイコン

(3) ウモウケイトウ

(5) '7ダマキ

(7) タイナ

(9)カプ

刷ダイコン

附ダイグ

帥アカツメクサ

(1)インゲンマメ

(3) ヒメサクラソウ

第 1圃版

第 2圃版

(5) シロメナヨウシュチョウセンアサガオ

(7) タバコ (WhiteBurley) (病徴 A)

(9) ツクパネアサガオ(病徴B)

(11) スイクワ

(13) ツタパネアサガオ{病徴 A)

伺ト マ ト{病徴 A)

(1)キウ

(3) テンジクボタン

(5) ユウガオ

(7) ダンドク

(9) ツユクサ

(11) ハナサアラン

(13) アサギノヒトエズイセン

U5) ヒヤシント

U7) ドイツアヤメ

第 3圃版

(2) アオピ品

(4) センニチソウ

(6) クキタチ

(8) ハクサイ

(10) ~ -vナ

(12) ミツノぐゼリ

凶アグキ

(16) シロツメクサ

(2) オラングミツバ

(4-) トウカ寸ラシ

(6) マルパタバコ

(8) ダパコ(松川積)(病徴Bl

(10) ポン キ ン

(1句ジャガイモ(病徴B)

(11)ササグ

側ト マ ト(病徴 B)

(2) マクワウリ

(4) ヒャクュチソウ

(6) ゴボウ

(8) ヒヨドリパナ

。。 ゴクワセテッポウユリ
陶アマリリス

(H)ヤマトイモ

UG) チュウリップ
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